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資 格 の 取 得 

１．資格の取得について 

特定分野に特化してキャリアを考える時に資格を保有していることは大きな力となり 

ます。世の中には、様々な資格が存在します。特定分野に特化した資格、教養を身につけ 

た証としての資格取得は職業の選択に優位です。また、何のために資格を取得するのか、 

そして、その資格や得た知識をどのように活かしていくのかという目的意識を持つことが 

重要です。 

反面、資格社会･資格時代と言われる中で、資格取得に絡んだ悪徳商法による様々な問題 

やトラブルが発生しています。資格取得のための情報収集や講習会(公共の機関と紛らわ 

しい業者名が多い)など、十分な注意が必要です。 

本学に在学または本学を卒業することで取得可能な資格を２節に示します。詳しい内容 

や受験申込については、各資格のホームページを参照してください。 

２．資格の概要 

２．１ 機械系 ※ 資格関連科目

CAD 利用技術者(本学が試験会場･団体受験) ※資格支援対策授業実施 

 2 次元 CAD 利用技術者試験(基礎･2 級･1 級)と 3 次元 CAD 利用技術者試験(2 級･準 1

級･1 級)があります。(一社)コンピュータ教育振興協会が行う民間資格試験です。 

(一社)コンピュータ教育振興協会 

URL：https://www.acsp.jp/ 

※CAD 基礎製図

※設計製図

ガス溶接技能者 

建築現場などで、可燃性ガスと酸素を用いた金属の溶接･溶断等に従事できる国家資

格です。都道府県労働局に登録した教習機関が実施する「ガス溶接技能講習」を受講

し、修了試験に合格することで取得できます。 

(公財)安全衛生技術試験協会 

URL：https://www.exam.or.jp/ 
※金属加工実習

ボイラー技士 

空調設備･給湯など温水ボイラーを取り扱う業務に従事するために必要な資格で、 

(公財)安全衛生技術試験協会が行う国家資格試験です。 

(公財)安全衛生技術試験協会 

URL：https://www.exam.or.jp/ 
※熱力学及び演習Ⅰ

エネルギー管理士

エネルギーを消費する設備の維持、エネルギーの使用方法の改善及び監視、その他経

済産業省令で定めるエネルギー管理の業務を行う国家資格です。なお、免状取得のため

には 1 年間の実務経験が必要です． 

(一財)省エネルギーセンター 

URL：https://www.eccj.or.jp/ 
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２．２ 環境･化学系                                          ※ 資格関連科目 

危険物取扱者【甲種】 

消防法や揮発油販売業法などで「危険物」とされる物質を扱うために必要な資格で

す。(一財)消防試験研究センターが行う国家資格試験です。 

(一財)消防試験研究センター 

URL：https://www.shoubo-shiken.or.jp/ 
 

 

毒物劇物取扱責任者 

工学部生命環境化学科を卒業し、化学に関する科目を 28 単位以上修得した者は、毒

物及び劇物取締法第 8 条に基づき、毒物劇物取扱責任者の資格を有します。卒業証明

書･成績証明書が、当該資格を証明する書類となります。なお、毒物及び劇物を取り扱

う場合は、関係法令に基づき、国または各都道府県への登録、許可、届出が必要です。 

 

環境計量士 ※資格支援対策授業実施 

大気などの汚染濃度や騒音レベルなどを測定･分析する国家資格です。化学分野(濃度

関係)と物理分野(騒音･振動関係)があります。 

(一社)日本環境測定分析協会 

URL：https://jemca.or.jp/ 

※環境計測Ⅰ･Ⅱ 

※環境計量Ⅰ･Ⅱ 

※環境関係法規 

 

環境管理士 

社会生活を営むために必要な環境を保全・改善し、そのための指導を行う専門的な職

業資格です。環境管理に関する専門的な識見を有することを証明するものです。 

NPO 法人 日本環境管理協会 

URL：http://www.nikkankyo.com/ 

※環境計測Ⅰ･Ⅱ 

※環境計量Ⅰ･Ⅱ 

※環境関係法規 

 

公害防止管理者 ※資格支援対策授業実施 

公害の防止を行うため原材料の検査や測定･公害物質を規制値内に管理するように企業活

動を監督します。大気関係第一種、水質関係第一種など合計 10 種類に分類されます。 

(一社)産業環境管理協会 

URL：https://www.jemai.or.jp/ 
※環境化学 

 

衛生管理者 

労働者の健康の管理確保と快適な職場環境づくりの専門家です。常時 50 人以上の労

働者を使用する事業場では、衛生管理者の選任が義務づけられています。第 1 種および

第 2 種があります。 

(公財)安全衛生技術試験協会 

URL：https://www.exam.or.jp/ 
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作業環境測定士 

労働者に害を及ぼす要因の有無を調査し、労働環境を改善するためのデータを収集･解析

して労働者の健康を守る業務を行う国家資格です。第 1 種および第 2 種があります。 

(公社)日本作業環境測定協会 

URL：https://www.jawe.or.jp/ 
 

 

浄化槽管理士 

浄化槽の保守点検を行い、水質汚染防止につとめるための国家資格です。浄化槽の保

守点検(点検、調整、修理)を行う者は浄化槽管理士でなければなりません。 

(公財)日本環境整備教育センター 

URL：https://www.jeces.or.jp/ 
 

 

バイオ技術者 

社会で活躍する技術者に求められるバイオ技術関連の知識・技術に関する認定試験で

す。 

NPO 法人 日本バイオ技術教育学会 

URL：https://bio-edu.or.jp/information-archive/ 
 

 

品質管理検定(QC 検定) 

品質管理に関する知識について、客観的に評価を行う検定です。 

(一財)日本規格協会（JSA） 

URL：https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0500/index/qc/ 
 

 

eco 検定(環境社会検定試験) 

ビジネスと環境の関係や、製品・サービスの環境への影響への知識に関する認定試験

です。 

東京商工会議所 

URL：https://kentei.tokyo-cci.or.jp/eco/ 
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２．３ 情報系                                               ※ 資格関連科目 

基本情報技術者 ※資格支援対策授業実施 

試験の対象者は、IT を活用したサービス、製品、システム及びソフトウェアを作る

人材に必要な基本的知識・技能をもち、実践的な活用能力を身に付けた者とされていま

す。出題範囲は技術系のみならず、管理および戦略の分野まで幅広くカバーされていま

す。※科目 A 試験免除で受験できる制度あり 

(独)情報処理推進機構 

URL：https://www.ipa.go.jp/ 

※情報処理特講Ⅰ･Ⅱ 

※アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 

 

応用情報技術者 

基本情報技術者よりさらに高度な資格で、IT エンジニアとしてのレベルアップを図

ることができます。技術から管理、経営まで、幅広い知識と応用力が身に付き、スキル

アップにつながります。 

(独)情報処理推進機構 

URL：https://www.ipa.go.jp/ 
 

 

IT パスポート ※資格支援対策授業実施 

情報技術の社会への広範な普及を受け、職業人として誰もが共通に備えておくべき情

報技術に関する基礎的な知識を測る試験として、平成 21 年度試験より新たに創設され

ました。戦略･管理･技術の 3 つの分野から基礎的な知識が幅広く出題されます。 

(独)情報処理推進機構 

URL：https://www.ipa.go.jp/ 
※IT 特講 

 

CG-ARTS 検定(団体受験申請) ※資格支援対策授業実施 

デジタルコンテンツを製作し表現する際の知識や技術･造形力を問う文部科学省認定

の検定資格です。実践の場で力を発揮する体系的な知識と技能を、「CG クリエイター

検定」「Web デザイナー検定」「CG エンジニア検定」「画像処理エンジニア検定」「マ

ルチメディア検定」の 5 つの検定で評価されます。 

(公財)画像情報教育振興協会 

URL：https://www.cgarts.or.jp/ 
※コンピュータ画像処理 

 

MIDI 検定 

電子音楽の標準規格である MIDI の理解力･活用力を問う認定制度です。 

(一社)音楽電子事業協会 

URL：http://www.amei.or.jp/ 
 

 

日本ディープラーニング協会 G 検定 

日本ディープラーニング協会が実施している検定試験であり、G 検定は、ディープラ

ーニングの基礎知識を有し、適切な活用方針を決定、事業活用する能力や知識を有して

いるかを検定するものです。 

(一社)日本ディープラーニング協会 

URL：https://www.jdla.org/ 
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Adobe 認定プロフェッショナル  

アドビ認定プロフェッショナルは、アドビが公認する国際認定資格で、Adobe 

Express を活用したコンテンツ制作やデジタルマーケティングの知識やスキル、Adobe 

Creative Cloud の製品活用スキルを証明する資格です。 

学生や生徒の学習目標や社会人のリスキリングにもぴったりの資格です。認定バッジ

（デジタル）が取得できるので、就職活動にも役立ちます。 

Adobe 

URL：https://adobe-edu.net/certification-programs/ 

※情報デザイン 

※情報メディア 

※ディジタルデザイン演習Ⅱ 

 

HCD 基礎検定 

すべてのビジネスパーソンやこれから社会人になる学生に、これまでのアプローチ方

法が通用しなくなっている複雑な時代の、製品・サービス開発や、組織・社会の変革に

おいて、新しい価値を生み出し「問題の設定（発見）」と「解決策の探求（創造）」を

「繰り返すこと」を中核の考え方とした HCD の基礎知識とマインド（心構え・捉え

方）を学ぶ検定です。 

(一社) 人間中心社会共創機構 

URL：https://hcs-cc.org/hcd/ 

※情報デザイン 

※情報メディア 

※デザイン演習 

 

 

 

 

 

２．４ 電気･電子系 

電気主任技術者 ※資格支援対策授業実施 

電気設備(発電所、変電所、送配電線路をはじめ、工場、ビル、住宅等の受電設備、

屋内配線及び電気使用設備など)の保安の監督ができる国家資格試験です。本学では電

気主任技術者認定校になっており、第 3 種の場合には、所定の単位を修得したうえ卒業

後 1 年の実務経験を経ることで、取得申請することが可能となります。 

(一財)電気技術者試験センター 

URL：https://www.shiken.or.jp/ 
 

 

電気工事士 

電気工作物(発電所、変電所、送配電線路をはじめ、工場、ビル、住宅等の受電設

備、屋内配線及び電気使用設備など)の作業に従事するための国家資格試験です。 

(一財)電気技術者試験センター 

URL：https://www.shiken.or.jp/ 
 

 

電気通信主任技術者 

電気通信ネットワークの工事、維持及び運用の監督責任者で、(一財)日本データ通信

協会が行う国家資格試験です。 

(一財)日本データ通信協会 

URL：https://www.dekyo.or.jp/ 
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工事担任者 

利用者が電気通信事業者のネットワークに自らのネットワークや端末設備等を接続す

る際に、必要な知識及び技能を持った者が工事を行い、または実地に監督することによ

り、全体としての電気通信回線設備を保護し、利用者が安定した良好な電気通信サービ

スを受けられるようにするために設けられた国家資格制度です。 

(一財)日本データ通信協会 

URL：https://www.dekyo.or.jp/ 
 

 

 

 

 

２．５ デザイン系 

色彩検定 ※資格支援対策実施授業 

色彩検定は色の基礎から、配色技法（色の組み合わせ方）によるイメージの表現、専

門分野における利用などを幅広く学習し、感性や経験だけに頼らない、理論の土台を身

に付けることができる文部科学省後援の準公的な検定です。SONY をはじめ多くの企業

で色に関わる職種（企画・設計・営業含め）の人材が受験しています。 

(公社)色彩検定協会 

URL：https://www.aft.or.jp/ 
※色彩デザイン 

 

カラーコーディネータ―検定 ※資格支援対策実施授業 

カラーコーディネーター検定試験は、東京都商工会議所が実施している、色の性質・

特性など、色彩の知識を身につけることで、色の持つ効果をビジネスシーンに活かすこ

とができ、 仕事に役立つ実践的な色彩の知識を学ぶことができる公的検定です。 

東京都商工会議所 

URL：https://kentei.tokyo-cci.or.jp/color/ 
※色彩デザイン 

 

JIDA デザイン検定  

JIDA デザイン検定（旧：PD 検定）は、公益社団法人日本インダストリアルデザイン

協会（JIDA）が主催する、製品デザインの基礎知識や実務能力を評価する検定試験で

す。プロダクトデザイナーを目指す人だけでなく、企画・開発に関わる人に向けた検定

です。 

(公社)日本インダストリアルデザイン協会 

URL：https://design-kentei.jida.or.jp/ 

※プロダクトデザイン 

※3DCG 演習 

※情報社会特講Ⅳ 
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